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ついては 50 kOcm2 程度に増加し、腐食発生の発見精度を高めている。
以上のように、本論文は、分極抵抗法を用いた RC 構造物中鉄筋の定量的腐食評価に関して新しい 2 つの手法の提
案を行い、従来手法での各種課題を十分に克服していることを実験的に立証している。この研究は、これまで構造物
の腐食現象は変動要因が多く定量的把握が困難とされてきている現状に対して、定量化のアプローチに一石を投じ先
鞭をつけたものと評価できる。現在のわが国における経済状況を勘案すると、膨大な量の社会基盤に対し、構造物の
架替え等による更新は現実的ではなく、適切な維持管理による構造物の長寿命化とその有効活用が望まれている。そ
のため、非破壊的腐食検査法の精度向上に関する社会的な要求が強い。
本論文で提案した分極抵抗法による検査手法はこれらの要求に答える合理的なものとして評価でき、その合理化手
法は今後のコンクリート構造の維持管理に大いに活用でき、コンクリート工学ならびに構造物維持管理工学の発展に
寄与するところが大きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
